




AIオンデマンド交通導入による他分野が共創したまちづくりの創出 応募様式A

⾧門市共創プラットフォーム

⾧門市共創プラットフォーム

事業の全体像・共創の仕組み

AIオンデマンド交通システム提供
運行最適化のためのデータ分析/改善の提案

MaaS開発・導入事業者

⾧門市公共交通協議会

システム提供
（⾧門市産業政策課・デマンド交通事業者）
・地域課題解決に向けた全体調整
・デマンド（AIオンデマンド）交通の運行
安心・安全な移動環境の創出
・AIデマンド交通を基にした他分野と共創した
まちづくりの創出（市内事業者の調整）

実施主体・運行主体 小売・連携による買い物機会の創出
利用者ニーズに応えた交流拠点の創出

商業施設

分析データの提出

小売り

取組の概要

①アルゴリズムを活用したAIオンデマンド交通を導入し、⾧門市街地区の地域公共交通の利便性を向上させる。
②商業施設や医療機関との連携をおこない、高齢者の買い物機会創出及び地域公共交通の利用を促進させる。
③教育機関との連携をおこない、通学児童・生徒の安心・安全で快適な環境創出及び地域公共交通の利便性を向上させる。
④AIオンデマンド交通のデータ分析により利用者の動態を可視化させ、事業者を含めた最適なAIオンデマンド運行のサービスを提供する。

AIオンデマンド交通の導入だけでなく、地域の商業施設と連携することにより、 AIオンデマンド交通の最適化にとどまらず、買い物・外出機会の創出、地域活性
化に努める。また、医療機関と連携を行うことで高齢者のニーズ把握、移動機会確保、利便性の向上により活気のある「まちづくり」にも繋げる。加えて、教育機
関とも連携を行うことで通学児童・生徒のニーズ把握や、移動機会確保することで、誰もが安心・安全で暮らしやすい街づくりを目指す。

ＡＩオンデマンド交通を導入し、利便性を高めるとともに、データ分析結果を活用しでデマンド交通の効率化をすることで、路線バスなど他の交通モードとの連
携が容易になる。本実証事件で有効な結果が得られた場合、必要条件を満たす地域においてＡｉオンデマンド交通への横展開を推進する。

共創パートナーの負担
アプリ提供/管理者＋エンジニア:10名弱

高齢者のニーズ把握
利用者の移動環境の創出

医療・福祉機関

共創パートナーの負担
管理者:1～2名

共創パートナーの負担

（事業の概要）

（地域の関係者との連携・協働）

（地域公共交通ネットワークや既存交通との関係性）

共創パートナーの負担
管理者:1～2名

協議会の開催・合意形成
分析結果を受け交通計画の協議

管理者:1～2名AIオンデマンド
交通導入に向
けた伴走支援

他の交通事業者
路線バス・タクシー運行

直行バス運行（観光交通）
安心・安全な移動環境の創出

通学児童・生徒のニーズ把握
利用者の移動環境の創出

教育機関

共創パートナーの負担
管理者:1～2名

他分野と共
創したまちづ
くり創出への
助言・提言

デマンド交通と共創したまち
づくり創出への助言・提言

周知及び乗換利便施
設の提供(QRの設置、
手引きの配布）

周知及び通院利用者
の補助(QRの設置、
手引きの配布）

周知及び乗換利便
施設の提供(QRの
設置、手引きの配
布）
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

⾧門市
共創プラットフォーム
※実施主体

MaaS開発・導入事業者

デマンド運行事業者
※運行主体

⾧門市公共交通協議会

商業施設

医療・福祉機関

教育機関

事業実施手順・スケジュール

AIオンデマンド交通導入による他分野が共創したまちづくりの創出 応募様式A

⾧門市共創プラットフォーム

交付決定
事業準備 運行開始

共創モデル実証事業期間

運行システム構築 データを活用した運行改善

事業準備 AIオンデマンド交通運行

課題抽出 課題整理

事業準備

事業準備

事業準備

利用促進施策の実施

利用促進施策の実施

高齢者の利用促進策/移動ニーズ把握

事業計画合意

施策検討

施策検討

全体のプロジェクト管理はMaaS開発・導入事業者 が実施。10月1日より運行を開始し、データ活用した運行改善を適宜実施するこ
とで、短いサイクルでサービス最適化を図る。

アプリ決定

事業区域決定

施策検討 事業準備 通学児童・生徒の利用促進策/移動ニーズ把握
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（収入の部） （単位：円）

予算額 説　　　　　明

3,000,000 長門市負担金

5,902,000 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

8,902,000

（支出の部） （単位：円）

予算額 説　　　　　明

2,627,000

事業費 2,627,000
○時刻表等作成（10・3月）　　　　2,4７7,000円
○待合環境整備　　　　　　　　　　 　  150,000円

373,000

報償費 250,000 委員報償(@5,000円）（会議等参加時）

費用弁償 47,000 委員費用弁償（旅費：会議等参加時）

需用費 76,000 消耗品費、回数券等印刷製本費など

5,902,000

補助金 5,902,000
地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
（デマンド運行経費に対する国庫補助対象分）

0

0 予備費

8,902,000

事業費

運営費

予備費

計

令和6年度　長門市公共交通協議会予算書

（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

科　　　目

負担金

計

科　　　目

補助金

補助金
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↓6月28日■第1回交通会議 ↓■第2回交通会議 ↓■第3回交通会議 ↓■第4回交通


